
10
月
11
月
に
、
重
大
事
故

気
候
危
機
打
開
が
最
大
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る

中
、
武
豊
石
炭
火
力
発
電
所
の
運
転
開
始
が
注
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
10
月
19
日
午
前
10

時
頃
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
武
豊
石
炭
火
力
発
電
所
の

電
気
室
の
配
電
盤
か
ら
出
火
し
消
防
車
が
出
動
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
11
月
16
日
午
前
９
時
半
頃
、
請

負
会
社
㈱
シ
ー
テ
ッ
ク
の
協
力
会
社
作
業
員
1
名

（
72
歳
・
男
性
）
が
４
ｍ
高
さ
の
電
柱
で
作
業
中

基
礎
が
外
れ
、
高
所
作
業
車
に
激
突
し
挟
ま
れ
意

識
不
明
の
状
態
で
緊
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
11
月
19
日
午
後
０
時
15
分
頃
、
40
歳
男

性
が
上
昇
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
安
全
ベ
ル
ト
の
フ
ッ

ク
が
引
っ
か
っ
て
宙
づ
り
と
な
り
死
亡
し
ま
し
た
。

３
月
▼
５
月
▼
８
月
に
運
開
２
度
延
長

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
当
初
１
０
７
万
kw

の
運
転
開
始
は
２
０
２
２
年
３
月
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
、
５
月
に
変
更
。
さ
ら
に
10
月
の
火

事
発
生
後
、
２
０
２
２
年
８
月
に
運
転
開
始
時
期

を
先
送
り
し
て
き
ま
し
た
。
現
地
の
武
豊
町
環
境

課
も
愛
知
県
環
境
部
、
環
境
影
響
リ
ス
ク
対
策
グ

ル
ー
プ
も
掌
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
論
の
力
で
運
転
開
始
に
ブ
レ
ー
キ

２
月
１
日
、
日
本
共
産
党
は
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
武
豊
に

直
接
電
話
確
認
し
ま
し
た
。
「
火
災
や
コ
ロ
ナ
で

工
期
が
遅
れ
て
い
る
」
と
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
側
は
報
告
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の
行
政
に
も
近
隣
住
民

に
も
何
の
変
更
通
知
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
11
月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
開
催
さ
れ
、
世
界

の
46
ヵ
国
が
石
炭
火
力
反
対
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
の
、
温
暖
化
対
策
や
気
候
危
機
打
開
の

世
論
の
広
が
り
の
中
で
、
新
た
な
石
炭
火
力
発
電

所
に
よ
る
稼
働
が
出
来
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

碧
南
石
炭
火
力
の
休
止
を
セ
ッ
ト
で

国
は
２
０
２
０
年
に
碧
南
石
炭
火
力
発
電
所
１
・

２
号
機
70
万
㎾
×
２
基
を
廃
止
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
少
な
く
と
も
、
武
豊
石
炭
火
力
発
電
所
１

０
７
万
㎾
の
運
転
開
始
す
る
な
ら
ば
碧
南
の
１
４

０
万
㎾
を
休
止
す
る
こ
と
は
絶
対
条
件
で
す
。
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どうしても 日本共産党 県会議員が必要

武豊石炭火力発電所、運転開始８月に延期
豊橋県会補欠と参議院選挙で石炭火力廃止の流れを

JERA武豊石炭火力発電所イメージ図《HPより》

しもおく奈歩を再び県会に

２月６日㈰投開票の議員の

辞職に伴う豊橋市の愛知県

議補選（欠員2）は、日本共

産党の元職、しもおく奈歩

氏（34）、減税日本の新人

で会社役員の竹上裕子氏（6

1）、 無所属の新人で元豊橋市議の

広田勉氏（52）の3人が立候補。１人はみ出

しの大激戦です。しもおくさんは、武豊石炭

火力に反対した県議。なんとしても日本共産

党の県議を。お知り合いにご支持を広げてく

ださい。

実効性ある脱炭素を《1/31中日新聞》

蜆川河口に可動水門を
日本共産党が県に申し入れ

１月26日日本共産党は、山口・岡本碧南市議と磯貝

明彦市民運動部長が県知立土木事務所に出向き「蜆川

河口に可動水門を」と要望しました。平成28年6月3日

に一部変更した蜆川河川整備計画に、平成28年3月に

約1000名の河口水門を求める要望署名が提出されたの

に黙殺していること。次期

計画に組み込みが必要と求

めました。2月3日には杉浦

哲也自民党県議にも申し入

れます。日本共産党の県議

がどうしても必要です。



し
ん
ぶ
ん
赤
旗

中
央
省
庁
に
も

中
央
省
庁
の
官
僚
は
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
非
常
に

注
意
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
事
実
に
基
づ
い

て
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
。
「
赤
旗
」
に
新
し
い
指
摘

が
出
て
い
る
と
、
役
所
の
側
も
「
こ
れ
は
調
べ
な
け
れ

ば
ま
ず
い
ぞ
」
と
な
る
わ
け
で
す
ね
。
気
を
付
け
て
お

か
な
い
と
す
ぐ
翌
日
の
国
会
で
追
及
さ
れ
ま
す
し
（
笑
）。

私
は
「
赤
旗
」
の
事
実
に
即
し
た
正
確
な
報
道
と
い
う

の
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

「
中
立
」と
い
う
、
ゆ
が
み

い
ま
新
聞
な
ど
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
「
中
立
」
を
装
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
幻
想
で
す
。
実
際
、
各
新
聞
は
社

説
で
同
じ
事
柄
を
取
り
上
げ
て
も
書
く
内
容
が
全
然
違

う
。
絶
対
的
な
「
中
立
」
な
ん
て
存
在
し
な
い
の
で
す
。

中
立
性
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
人
と
、
う
そ
を
つ
い
て
い
る
人
を
、
同
列
に
並

べ
て
報
じ
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。

真
実
の
追
求
こ
そ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
平
気
で
う
そ
を
つ
く
政
治
家
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
何
が
真
実
で
あ
る
か
突
き
止
め
る
の

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
す
。
そ
の
点
で
「
赤
旗
」
は
真

実
を
突
き
止
め
る
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
、
地
道
に

や
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
信
頼
性
が
あ
り
ま
す
。

野
党
共
闘
＝
対
決
軸
は
明
確

総
選
挙
の
野
党
共
闘
は
画
期
的
で
し
た
。
絶
対
に
や

め
て
は
い
け
な
い
。
憲
法
を
守
る
政
治
か
、
憲
法
を
壊

す
政
治
か
、
対
立
軸
は
明
確
で
す
。
共
産
党
以
外
の
野

党
に
「
赤
旗
」
の
よ
う
な
報
道
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。

立
憲
野
党
に
よ
る
共
闘
の
ベ
ー

ス
に
な
る
フ
ァ
ク
ト
を
ち
ゃ
ん

と
集
め
て
お
く
役
割
は
「
赤
旗
」

し
か
な
い
。
野
党
共
闘
を
進
め

る
う
え
で
も
非
常
に
大
事
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

碧南民報サンデー版 2022.2.6 NO.2124

日本共産党碧南市委員会

市議会議員 市議会議員 市民運動部長
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三度山町 2-70-4 笹山町 6-29 若松町 3-253

日本共産党碧南
市会議員団のホー
ムページをごら
んください。

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

戦争法廃止
改憲許すな19行動
２月19日（土曜日）

午前11時～12時
ピアゴ東浦店

東浦町6－17

赤旗」創刊９４周年（２２．２．１）に寄せて 元文部科学事務次官 前川喜平さん

「真実突き止める」に信頼


